
「批評力」を育成する学習活動の工夫

一高等学校現代文「『歴史』について考える」という単元の場合一

石井希代子

本稿は，学習者の「批評力」を育成する学習活動のエ夫として，「テキスト」を批評する活動に加え，自

分たちが作成した「批評文」について相互批評する活動を取り入れた授業実践を報告するものである。

1 . はじめに
現代文の授業では，近代以降に書かれた文章を読んで，

その文章の書き手がどのような間題に対してどのような

立場から何を論じようとしているのかを的確に読み取る

こと，読み取ったことや自分の考えを適切に表現するこ

と，そうした活動を通してものの見方や感じ方，考え方

を深めていくことが目指される。特に新しい学習指導要

領では，「現代文B」の内容として，指導事項ウ「文章

を読んで批評することを通して，人間，社会， 自然など

について考えを深めたり発展させたりすること」と明記

されており，「批評する」という活動は，学習者の考え

を深め発展させることにつながるものとして重視されて

いる。ここでいう I批評」とは，文章や考えに対してそ

の是非• 善悪・正邪などを指摘して， 自分の評価を述べ

ることであるが，それは単なる感覚的な印象の表明では

なく，明確な根拠を持って論じられるものである。

当校では，文部科学省の研究開発校の指定を受け， 2 

0 1 1年度までは「クリティカルシンキングを育成する

中等教育 教育課程の開発」に取り組み， 20 1 2年度

から「持続可能な社会の構築をめざしてクリティカルシ

ンキングを育成する，新教科『現代への視座』」柱にし

たすべての教科で取り組む中等教育 教育課程の研究開

発」を行っている。この新教科「現代への視座」の科目

のひとつとして，高校 1年次に「クリティカルシンキン

グ」という科目が設定されており，学習者は「論理的説

明Jの手法や，「論証の正しさを検証する」手法を学ん

でいる。

本稿は， 2 0 1 1年度にこの「クリティカルシンキン

グ」の授業を受けた， 20 1 2年度5年生（高校2年生）

を対象に実施した授業の記録であり， 2 0 1 2年 11月

3 0日に行われた本校教育研究会の公開授業で発表した

授業実践を報告するものである。

2 単元構想
(1) 「歴史」という問題領域について

学習者たちは小学生の頃から学校の授業で「歴史」を

学び，テレビや映画，小説や漫画などのメディアをはじ

めとして日常生活の中でも多くの場面で「歴史」に触れ

ている。また，昨今の近隣諸国との関係についての報道

で歴史認識の違いなどを意識する場面も多い。当たり前

のように見聞きしているこの「歴史」について学習者は

どのように考え，向き合っているのか，「歴史」に対す

る認識を深め考えていくことは，学習者が現代社会の諸

問題について考えていく手がかりとなるのではないか，

これが本単元を構想した出発点である。

本単元では，学習者自身の「歴史」のとらえ方，向き

合い方を確認し，「歴史」について書かれた様々な文章

を読むことを通して，「歴史」をどのようなものとして

とらえ， どのように「歴史」と向き合っていくべきだと

考えるのか，学習者の「歴史」に対する見方や考え方を

深めることを目指した。

(2) 学習前の学習者の「歴史」についての認識

テキストを読んでいく罰に，次のような項目について

学習者がどのように捉えているのか， 自由記述による事

前調査を行った。

• あなたは歴史をどういうものだと考えていますか。

• あなたは歴史を語ることの意義や目的をどのように

考えていますか。

• あなたは「歴史を学ぶことの意義や目的をどのよう

に考えていますか。

• あなたは歴史に触れるときにどのようなことを心懸

けていますか。

学習者が提出した文章を分析した結果，彼らの捉え方

には二つの傾向が見られた。（以下，傍線は稿者による）

①教訓や指針を与えてくれるものだとする捉え方

0歴史を学ふことは，成功• 失敗に関わらず過去の出来事を通

して教訓を得，未来をより良くするためにその教訓を生かすこと

たと思う。現代社会ても何千年前の思想に通しるものもあると

思うし，それらは現代を生きる上ても役立つことがあると思う。ま

た，特に過去の過ちに関しては，それらを二度と繰り返すまい

と人々は大きな教訓を得ると思う。このように歴史から学ふと

いうことは，生きる上ては大きな糧になると思う。 (B組男子）
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